
マクロ経済学第一 (社会工学科, 2015後期，推奨学期：4)

講義時間・教室： 水曜日 9:00–10:30 @W932教室

(∗) この学期は類似した名前の科目が他学科，及び全学共通科目で複数開講されるので，自分が受けたい科

目を間違えないようにしてください．

講義担当者： 大土井 涼二 (社会理工学研究科 社会工学専攻 准教授)

居室：西 9号館 636号室 E-mail: ohdoi[at]soc.titech.ac.jp ([at] → @)

オフィスアワー：水曜日 10:45–12:15

(∗)上記の時間以外に面会を希望する場合は事前にメールにてアポイントメントをとること

TA: 佐藤裕輝 (社会工学専攻修士課程，大土井研究室)

居室：西 9号館 638号室 (大土井研・学生室)

オフィスアワー：未定

◯使用テキスト：

(教科書) 二神孝一・堀敬一 『マクロ経済学』有斐閣 (参考書)OCWのシラバスを参照

◯講義予定 (9月 18日現在，進捗によって変更の可能性あり)：

10月 7日 (水) ガイダンス～マクロ経済学の考え方 (1) （教科書の第 1章）

10月 14日 (水) マクロ経済学の考え方 (2) (〃)

10月 21日 (水) 家計の消費・貯蓄行動 (1)：異時点間に渡る最適化　 (第 2章)

10月 28日 (水) 家計の消費・貯蓄行動 (2)：消費に関する様々な仮説　 (〃)

11月 4日 (水) 企業の生産・投資行動：新古典派投資理論と調整コスト　 (第 3章)

11月 11日 (水) 資産市場　 (第 4章)

11月 18日 (水) 貨幣と銀行行動 (1)：貨幣供給と貨幣需要　 (第 5章)

11月 25日 (水) 貨幣と銀行行動 (2)：インフレーションとその他の議論 (〃)

12月 2日 (水) 長期の経済分析 (1)：マクロ経済モデル～長期の実質 GDPの決定　 (第６章)

12月 9日 (水) 長期の経済分析 (2)：政府の経済活動～物価水準の決定 (〃)

12月 16日 (水) 中間試験

1月 6日 (水) 短期の経済分析 (1)：IS-LMモデル　 (第 11章)

1月 13日 (水) 短期の経済分析 (2)：総需要－総供給モデル　 (〃)

1月 20日 (水) 開放経済の分析 (1)：為替レートと経常収支　 (第 7章)

1月 27日 (水) 開放経済の分析 (2)：マンデル・フレミングモデル　 (第 12章)

(∗)この講義では教科書の 1～7章及び 11～12章をカバー．より進んだトピックを扱っている残りの章について

は次年度前期に開講する「マクロ経済学第二」でカバーする予定．

◯成績評価：　 試験の成績 70% (中間 30%・期末 40%)+課題の成績 30%.



◯課題について：各章の解説終了後に，OCWではなくOCW-i (履修登録者のみアクセス可)を通し

て出題する．

・ 提出期限：出題された課題に提出期限の日付，時刻を明記するので注意すること


